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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
8
0
0
部

【
本
部
・
檜
山
剛
志
組
織
部
長

記
】
2
カ
月
に
渡
っ
て
連
日
奮
闘

さ
れ
た
支
部
・
分
会
役
員
、
組
合

員
・
家
族
の
み
な
さ
ん
、
書
記
局

の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

秋
の
拡
大
月
間
は
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
た
め
、
組
合
員
と
す
べ

て
の
建
設
従
事
者
を
組
合
に
結
集

さ
せ
、
国
や
業
界
へ
の
影
響
力
を

持
つ
こ
と
を
位
置
付
け
、
全
支
部

が
月
間
目
標
に
団
結
し
、
年
間
1

％
増
勢
の
展
望
を
切
り
拓
く
こ
と

を
基
本
目
標
に
取
り
組
み
、
本
部

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
か
ら
創
意
工
夫

し
た
行
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
対

話
訪
問
行
動
以
外
に
も
、
ア
ン
ケ

ー
ト
や
電
話
連
絡
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

工
夫
し
て
仲
間
の
実
態
を
把
握
し

相
談
を
呼
び
か
け
、
未
組
織
の
仲

間
に
向
け
た
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
行

動
（
宣
伝
カ
ー
音
出
し
宣
伝
、
何

で
も
相
談
会
、駅
頭
・
コ
ン
ビ
ニ
・

現
場
宣
伝
）を
全
都
で
取
り
組
み
、

8
9
7
5
件
（
9
月
末
時
点
）
の

相
談
活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
仲
間
の
声
を
要
求
運
動

に
結
び
付
け
、
全
支
部
で
自
治
体

要
請
運
動
に
取
り
組
み
、
各
自
治

体
独
自
の
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
国
交
省
の
「
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
も
仲
間
の

実
態
を
反
映
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
大
衆
的
な
運
動
と
し
て
取
り

組
ん
だ
国
民
生
活
等
を
守
る
署
名

で
も
、
助
成
金
等
の
申
請
期
限
延

長
に
つ
な
が
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
拡
大
運
動
を
取
り
組
む
目
的
が

よ
り
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。
引
き

続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
仲
間
の

仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
分

会
・
群
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
団

結
し
て
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
で

展
望
が
切
り
拓
け
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

秋
の
拡
大
月
間
で
は
3
9
9
1
人
の
新
た
な
仲
間
を
迎
え
、
月
間
拡
大
率
3
・
51
％
に
到
達
。
本
部

月
間
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
11
月
当
初
人
員
は
11
万
3
8
0
5
人
で
1
月
比
1
7
3
人
増
で
す
。
月

間
3
・
5
％
目
標
達
成
支
部
は
23
支
部
（
昨
年
27
支
部
）
、
全
分
会
目
標
達
成
支
部
9
支
部
（
昨
年
12

支
部
）
、
1
月
比
1
％
以
上
増
勢
支
部
11
支
部
（
昨
年
11
支
部
）
と
な
り
ま
し
た
。

地裁前集会に密を避けて150人が参加

11
月
4
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
の
東
京
第
3
陣
の
第

1
回
期
日
が
東
京
地
裁
1
0
3
法

廷
で
開
か
れ
ま
し
た
。
3
陣
は
今

年
の
3
月
24
日
に
提
訴
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
廷
が
遅
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
法
廷
で
は
、
原
告
の

吉
田
重
男
さ
ん
（
村
山
大
和
）
と

島
村
恵
子
さ
ん
（
練
馬
）
が
被
害

の
現
状
、
5
人
の
弁
護
士
が
被
害

の
深
刻
さ
、
救
済
の
期
間
、
一
人

親
方
等
の
救
済
、
共
同
不
法
行
為

が
認
め
ら
れ
る
べ
き
範
囲
の
メ
ー

カ
ー
の
拡
大
、
迅
速
な
審
理
と
早

期
解
決
に
つ
い
て
意
見
陳
述
を
行

な
い
ま
し
た
。

午
後
1
時
か
ら
東
京
地
裁
前
で

行
な
わ
れ
た
集
会
で
は
、
支
援
組

合
の
参
加
者
を
含
め
て
1
5
0
人

で
、
入
廷
す
る
原
告
、
弁
護
団
を

送
り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参

議
院
議
員
会
館
で
報
告
集
会
を
開

催
。
統
一
本
部
を
代
表
し
て
清
水

謙
一
事
務
局
次
長
が
「
10
月
22
日

の
最
高
裁
の
最
終
弁
論
で
は
判
決

日
は
『
追
っ
て
指
定
』
と
な
っ
た

が
、
最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
統
一

的
解
決
基
準
を
作
り
、
3
陣
な
ど

は
早
期
解
決
を
は
か
る
方
針
だ
。

今
が
ま
さ
に
正
念
場
。
団
結
し
て

闘
お
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
原
告
の
田
中
更
さ
ん
（
府
中

国
立
）
は
「
コ
ロ
ナ
が
心
配
で
通

院
回
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な

い
。
体
重
激
減
な
ど
体
調
不
良
が

酷
い
。
一
日
も
早
い
解
決
を
」
と

苦
し
い
息
遣
い
で
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
北
川
誠
太
郎
統
一
本

部
事
務
局
長
が
国
会
議
員
へ
の
補

償
基
金
創
設
要
請
や
最
高
裁
へ
の

要
請
行
動
な
ど
の
行
動
提
起
を
行

な
い
、
終
了
し
ま
し
た
。

本部目標達成でダルマの両目が揃った

北
は
春
の
遅
れ

総
括
し
前
進

【
北
・
宮
下
幸
則
組
織
部
長
記
】

北
支
部
で
は
春
の
月
間
の
遅
れ
を

取
り
戻
す
た
め
、
6
〜
7
月
に
10

日
間
の
統
一
行
動
に
取
り
組
み
、

そ
れ
を
成
功
さ
せ
た
経
験
と
さ
ら

に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
を
目
標
と

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
、
数
年
来
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
参
加
者
不
足
を
少
人
数
で
も
で

き
る
運
動
に
し
よ
う
、
顔
触
れ
が

変
わ
ら
な
い
こ
と
を
事
前
準
備
の

徹
底
で
克
服
し
て
い
こ
う
な
ど
運

動
の
前
進
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

6
〜
7
月
間
で
進
ん
だ
持
続
化

給
付
金
や
雇
用
調
整
助
成
金
の
相

談
か
ら
の
紹
介
が
進
み
、
例
年
以

上
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
月
間
を
成
功

さ
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
月
間

の
総
括
を
し
っ
か
り
行
な
い
、
11

〜
12
月
は
各
分
会
4
日
間
の
統
一

行
動
に
取
り
組
み
、
年
間
残
目
標

と
組
織
実
増
を
め
ざ
し
ま
す
。

宮下さん

�
濃
密
�連
絡
を

掲
げ
た
西
多
摩

【
西
多
摩
・
髙
山
勝
宏
組
織
部

長
記
】
秋
の
拡
大
月
間
は
支
部
目

標
1
5
4
人
に
は
届
か
な
か
っ
た

も
の
の
、
本
部
3
・
5
％
目
標（
1

3
4
人
）
を
上
回
る
1
4
4
人
の

加
入
と
な
り
ま
し
た
。

「
困
っ
た
仲
間
を
1
人
に
し
な

い
」。3
密
を
避
け
て
濃
密
な
連
絡

行
動
を
掲
げ
て
、
全
組
合
員
に
電

話
等
を
利
用
し
て
持
続
化
給
付
金

や
各
自
治
体
の
支
援
制
度
な
ど
を

周
知
し
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
独
立
し

て
開
業
す
る
仲
間
も
多
く
い
る
中

で
、組
合
員
か
ら
情
報
を
も
ら
い
、

分
会
が
手
を
差
し
伸
べ
て
仲
間
を

迎
え
入
れ
る
等
の
ド
ラ
マ
が
各
分

会
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
全
体
の
増
勢
、
4
0
0
0

人
支
部
到
達
の
た
め
、
年
末
拡
大

で
さ
ら
に
対
話
と
関
係
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

髙山さん

■
今
年
上
映
さ

れ
た
日
本
と
ド
イ

ツ
の
映
画
で
戦
争

犯
罪
に
つ
い
て
考

え
た
。
日
本
映
画

の「
ス
パ
イ
の
妻
」は
第
2
次
世

界
大
戦
中
の
満
州
で
、
日
本
軍

の
非
人
道
的
行
為
を
知
っ
た
主

人
公
が
、
こ
れ
を
国
際
社
会
に

暴
こ
う
と
す
る
物
語
。
細
菌
兵

器
開
発
の
た
め
人
体
実
験
を
行

な
っ
て
い
た
関
東
軍
防
疫
給
水

部
（
通
称
、
満
州
第
7
3
1
部

隊
）
を
取
り
上
げ
、
歴
史
の
暗

闇
と
し
て
描
い
て
い
る
。

■
歴
史
修
正
主
義
者
は
7
3

1
部
隊
の
人
体
実
験
な
ど
な
か

っ
た
と
公
言
し
、
日
本
政
府
も

同
様
に
認
め
よ
う
と
し
て
い
な

い
。
し
か
し
調
査
研
究
は
続
い

て
お
り
、
昨
年
も
1
9
5
0
〜

51
年
に
作
成
さ
れ
た
「
関
東
軍

防
疫
給
水
部
部
隊
概
況
」
と
い

う
公
文
書
が
発
見
さ
れ
、
7
3

1
部
隊
が
終
戦
時
ま
で
細
菌
の

研
究
お
よ
び
生
産
に
従
事
し
て

い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い

た
。
も
は
や
細
菌
兵
器
へ
関
与

し
て
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
は
ず
だ
。

■
ド
イ
ツ
映
画
の
「
コ
リ
ー

ニ
事
件
」は
、
ド
イ
ツ
が
戦
後
、

ナ
チ
ス
の
戦
争
犯
罪
を
隠
蔽
す

る
法
律
を
成
立
さ
せ
て
し
ま
う

の
だ
が
、
戦
争
犯
罪
の
犠
牲
者

に
よ
る
復
讐
事
件
と
そ
の
裁
判

を
通
し
て
、
こ
の
法
律
の
不
当

性
を
告
発
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ

で
は
映
画
の
原
作
小
説
が
反
響

を
呼
び
、連
邦
法
務
省
内
に「
ナ

チ
ス
時
代
の
過
去
再
検
討
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
戦
争
犯

罪
が
裁
か
れ
た
日
本
と
ド
イ
ツ

で
作
ら
れ
た
映
画
は
、
歴
史
の

真
実
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
い
る
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

対
話
で
実
態
つ
か
み
相
談
活
動
へ

アスベスト

吉
田
さ
ん
、島
村
さ
ん
が
陳
述

被
害
の
現
状
を
切
々
と

都
連
賃
金
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

11
月
〜
12
月
、
「
東
京
都
連
2

0
2
1
年
賃
金
・
仕
事
・
生
活
を

め
ぐ
る
討
議
資
料
」
に
も
と
づ
い

て
、
分
会
・
群
で
意
見
交
換
と
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
仲
間
の
声
を

集
め
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

東
京
第
３
陣
・
第
１
回
期
日
開
か
れ
る

東
京
第
３
陣
・
第
１
回
期
日
開
か
れ
る


